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FLVアカデミー
文武両道場（実績）

※本コンテンツは筑波大学発ベンチャー㈱Waisportsジャパンに帰属するものです。

‐キャリア形成のための学習支援プログラム-

Life is 10% what happens to you and
90% how you react to it. 

Charles R. Swindoll
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参加した学生の声

今年も参加できて良かった。
また自分が変われる気がして

これからが楽しみ。

自分自身が楽しむことが
良いモチベーションと
良いパフォーマンスに
つながるのだと思った。

最後のリフレクションでは
自分と向きあうことができた。
自分の強み自分の良いところ
を知るいい機会だなと思った。 自分は周囲となじむのが

遅い方だと思っていたけど、
意外とそうでもなかったので

驚いた。

自分は競争性があり、
人と比較することが分かった。
自分の価値は人との比較で
決めず、自分で決める！

1回1回、目的や
目標をしっかりと考えて
それに向かって努力して

いきたい

リーダーではなくても、
自分から周囲に

声掛けをしていきたい

もっと自分から
コミュニケーションを
とり、自分の為に
なるように

行動していく！

自分は周りに影響を
与えることができる人

だと気付いた

環境を変えられる人に
なりたい。自チームが

良くなる環境を
つくっていきたい

チームで大事な話をして
いる時に、自分には
関係ないと思って

ミーティングに参加しない
自分をやめる

普段と違う立場になり
いろんな気持ちを
理解できた

自分も前に立って
何かをすることができるんだ、
していいんだとわかった！

自分の意見を
言えることが分かった。
これからはもっと自分から

声をだしていく
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参加した先生の声

参加した後、生徒たちが変わった。
外に発信することが
出来るようになった。

人に話が出来ない子が多い。

その子たちが出来ないことを
一生懸命やろうとしている

姿が見れた。

リーダーシップをとるタイプじゃない子が
キャプテンを名乗り出ていて、

自分たちでは引き出せなかったものを
監督が引き出してくれたと感じた。

役割が違うと変わる子がいて、
変わる実感ができる。

いつもの役割と違うことをしようと
考えていた子がいた。

環境に適応しようと
考えているのかなと思った。

今回チームビルドのために来た。
このプログラムを見て感銘を受けた。

子供たちに考えて欲しいと思い、
情報は与えなかった。

今まで部活動と授業や今後の進路が
結びつくことがなかったが、

部活動を通して、今後の生徒の進路にも
繋がっていきそうな、そんな印象を受けた。

選手たちは
文武両道場をきっかけに、

「自分たちで動くことに価値がある」
と感じてくれたようです。

生徒に対する
気づき

中学と高校のギャップに苦しみ、
いつもつまらなさそうにやっている子が、道場でキャプテンに。

リーダーシップを発揮する中でもう一度楽しさを見出した様子。
学校に戻ってからも明らかに変化が見られる。



Copyright © Waisports Japan All Rights Reserved. 

参加した先生の声

失敗したことは経験になる。
失敗する前に声かけするのではなく、
失敗したあとの行動に変化があるかを

見るようになりました。
勝ち負けで指導することが減りました。

普段の自分の指導の
リトマス試験紙。

フラットに見直すきっかけ。
自分を見直すリフレッシュの場。

皆で一緒に、ということ自体、
個の能力を引き出すことを

阻害するのでは。

大人が異質感に
堪えられるか。

異質なものを受け止めて
次に生かせるか。
最終的には大人。

先生自身の
気付き

自分の選手を
遠くから見ることで

自分の指導方法を見直すことができた。
これからの課題がわかった。

この場に参加して、
大変刺激を受けている。

この場に来て、自分の指導は
このままで本当に良いのか︖
と自問自答を繰り返している。

生徒へのかかわりについて、
新たな知見が得られ刺激的だった。
学校のキャリア教育の担当をしているが、

演習やインタラクティブな指導を求められているので、
この合宿で得られた知見を活用したい。

「この子はこういう子」と
勝手に決めつけていた自分に気づいた。
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参加企業・学校（第５期(2021)実績）

山梨・甲府の陣：7/22（木）~23（金）
＠小瀬スポーツ公園体育館

※以下の４陣は新型コロナウィルス感染拡大の影響により開催中止

東京・羽村の陣：7/28（水）~29（木）
＠羽村市スポーツセンター

茨城・守谷の陣：8/3（火）~4（水）
＠常総運動公園

埼玉・大妻嵐山の陣：8/11（水）~12（木）
＠大妻嵐山高校

岩手・オガールの陣： 8/6（金）~7（土）
＠オガールアリーナ

【参加校】
盛岡大学
盛岡南高等学校
高田高等学校
花巻東高等学校

（計 選手37名、マネージャー2名）

【参加企業】
㈱岩手朝日テレビ
㈱ジャパネットホールディングス
㈱坂東太郎
みちのくコカ・コーラボトリング㈱

（計6名）
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過去参加校

【 FLVアカデミー過去参加校（女子バレーボール部） 】

都立高校 紅葉川高校

竹早高校

神代高校

調布南高校

八丈高校

新宿高校

立川高校

千葉県立
高校

船橋北高校

検見川高校

流山南高校

千葉北高校

鎌ヶ谷西高校

埼玉県立
高校

川越総合高校

進修館高校

所沢商業高校

川越南高校

栃木県立
高校

小山南高校

神奈川
県立高校

厚木商業高校

岩手県立
高校

花北青雲高校

不来方高校

盛岡第二高校

盛岡第四高校

金ヶ崎高校

前沢高校

盛岡南高校

高田高校

国立高校 筑波大学附属高校

大学 流通経済大学

成蹊大学

盛岡大学

私立
高校
(関東)

中央大学附属高校

明治大学付属明治高校

目黒学院高校

青稜高校

白梅学園高校

桐朋女子高校

東京電機大学高校

埼玉栄高校

専修大学附属高校

京華女子高校

私立
高校
(東北)

岩手女子高校

水沢第一高校

花巻東高校
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過去参加企業・団体

【 過去参加企業 】 【 参加者の役職 (参加当時) 】

業界 企業・団体名

スポーツ・

エンターテイメント

エイベックス㈱
㈱ 北海道日本ハムファイターズ

フィットネス ㈱ルネサンス
BANBOOCLUB

化学・素材 三晃金属工業㈱

医療 医療法人仁泉会 みやぎ健診プラザ
医療法人幸信会

建築 ㈱ 山下PMC

飲食 ㈱サッポロライオン

㈱ バルニバービ

㈱ 坂東太郎

航空 全日本空輸㈱

ANAエアポートサービス㈱

自動車 ㈱ 本田技術研究所

電子機器 横河レンタ・リース㈱

不動産 三菱地所㈱

教育 茨城県自治研修所

公益財団 日本財団

役職 参加者数
取締役 3
支店長 1
グループ長 11
副センター長 1
部長 5
副部長 1
室長補佐 1
マネージャー 24
チームリーダー 14
課長 11
チーフ 1
主任 2
副主任 1
スーパーバイザー 2
なし 15
総計 93
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メディア掲載実績

◆ テレビ放映

＜国内＞

テレビ東京 ワールドビジネスサテライト （2018年8月1日）

NHK おはよう日本 （2018年8月6日）

＜海外＞

NHK WORLD-JAPAN （2018年9月3日）

Channel Japan （2018年9月16日）

◆ 新聞掲載

日経新聞 （2018年9月18日）

盛岡タイムス （2019年8月14日）

◆ 雑誌掲載

日経BP社 トップリーダー （2018年11月号）
「女子高バレー部の監督体験 不測の状況を打開する管理職研修」

ベースボールマガジン社 コーチング・クリニック （2019年10月号）

「実践型研修プログラムから 考える、よきチームを つくる組織論」

企業と人材 （2019年11月号、12月号） 「私がバレーチームの監督に⁉」

ベースボールマガジン社 コーチング・クリニック （2020年5月号）

「選手の個性を引き出すチームビルディング」

◆ WEB掲載

IT mediaビジネスオンライン （前編：2019年10月24日、 後編：2019年10月30日 ）


